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せいにせず，未来の社会は自分(達)の一歩から変え

られる」「ひとりの力は以外と大きい．すべての人

は，誰かを“代表”している 」という実体験を全

ての人に持ってもらうことを目的に開発され，現

在，教育機関，産業支援機関等で導入され，ソーシ

ャル・イノベーション創出や起業家育成，チームビ

ルディング，組織開発，リーダーシップ開発，キャ

リア教育などの場面で活用されている． 

マイプロが重視しているのは「自らの経験の中か

ら，自分のミッションを生み出していく」という価

値観である．ワークは極めてシンプルな設計となっ

ており，自分のライフヒストリーをまとめた me 編

と，自分が取り組みたいプロジェクトをまとめた

project 編の 2 枚のシートを使い(図 7)，参加者同士

が対話とアクションを重ねながら自分自身が本当

に取り組みたいことや大切にしている価値観を深

堀しながら自己認識を高めていくとともに，安心し

て自分の想いを語り合い，支え合う仲間づくりを進

めて行く．特に重要となるのが，me 編のシートで，

普段はなかなか話さない自己紹介や，子どものころ

からこれまでのライフヒストリーを書き出し，自分

の人生のライフラインを描き，楽しかった時，ワク

ワクした出来事，凹んだとき，苦しかった時，悲し

かった時など，当時の感情を見える化し，語る中で，

自分自身が本当に大切にしたいことや本当に取り

組みたいことの原点となっている出来事を掘り起

こしていく． 

 
5.3. 特徴 

① 着実なアクションへの結実 

 講座では，2017 年度受講生のうち，1 名が起業し(NPO を立ち上げ，古民家カフェの運営や地域人材の育成など

   

図 7 マイプロシート(左：me 編，右：project 編) 

表 3 受講生一覧 
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に取り組んでいる)，1 名が新たな事業に着手し(移動販売事業)，2 名が自ら描いたプロジェクトの実践(外国人との

学習機会の創出，地域の木材を活かしたタイニーハウスの開発)を進めている．そのうち，1 名は四万十ビジコンに

おいて大賞を受賞し，1 名は，高知県が実施するビジネスプランコンテストで優秀賞を受賞している． 

また，2018 年度受講生は，1 名は所属する組織で新たな事業化を実現しており(四万十町をフィールドにしたリ

トリートサービス)，4 名が自身のプロジェクトを継続して展開している． 

 

② 受講生と学生メンターの関係 

 イノベーター養成講座は，図 8 の

通り，四万十町役場人材育成推進セ

ンターが事務局となり，高知大学地

域協働学部コミュニティデザイン

研究室がプログラム提供を行う形

で進められているが，ここで特徴と

なっているのが学生メンターの存

在である． 

 メンターは一定の経験やスキル

を有する者が担当することが一般

的であるが，イノベーター養成講座では，大学生がメンターとしての役割を担い，講座当日の受講生サポートはも

ちろん，講座と講座の間に行われるオンラインメンタリング，そして，受講生のアクションのサポートを行う形を

とっている．また，学生自身も受講生と一緒に講座の期間を通じて自らのプロジェクトを実践していくことになる． 

 講師からの知識や方法の提供は一定の効果を持つ一方で，どうしても教える側と教えられる側という役割意識が

生まれる可能性が懸念される．そこで，イノベーター養成講座では，講師側からのインプットを最小限にとどめ，

受講生と同じように自分の想いに向き合い，アクションを進めようとしている学生と受講生が時には相手を支え，

時には支えられる関係を意識的に創り出すことが心掛けられている． 

 その結果，受講生からは「学生がこんなに深く考えているのか」「学生も頑張っているから頑張らなくちゃ」とい

った声が聞こえたり，受講生のプロジェクトに学生を巻き込んだり，学生が地域住民の自宅や地域を訪ねて農作業

や自然体験を行うといった状況が生まれ，受講生の活動を後押しすることにつながったと言える． 

 一方学生側にとっても，どのように受講生の想いを掘り起こし，受講生が一歩踏み出すことを後押しできるのか

を必死に考え，行動することが結果的に自分自身のプロジェクトを前進させることにつながっている．実際これま

で学生メンターを務めた学生の中には自ら事業を起こした際に受講生からサポート(資源提供)を受けたケースや，

受講生と一緒に外国人と高齢者の学習機会を創るプロジェクトを立ち上げるといったコラボレーションも生まれ

ている． 

 こうした関係は，いわゆる，ピアメンタリングとして機能しているといえる．ピアメンタリングとは現在企業等

で注目される方法で，ピアな関係，つまり，対等な関係の中で対話を通じてお互いの関心ごとや悩み事を共有し，

一緒に考えることで各々が自分らしい意思決定を促す仕組みである．つまり，受講生と学生がそうしたピアメンタ

リングに近い効果を生み出す関係が形成されており，相互の成長，特に，お互いのモチベーションの向上や相談相

手として機能していることが受講生のアクションを支えていると考えられる． 

 

③ 官学連携による人材育成モデルの構築 

 四万十塾は，四万十町と高知大学による官学連携による地域人材育成の新たなモデルとしても理解できる． 

 自治体が地域住民の育成に取り組むことは理想的であるが，特に，人口の少ない自治体では，そもそも自治体職

員と地域住民の関係は近く，地縁・血縁など対等な関係を創ることが難しい場合もある．他方，大学側は，蓄積さ

 

図 8 受講生と学生メンターの関係 
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れた研究成果をいかにして地域に還元していくのか，そして，学生の教育や学びの場としてどのように地域と協働

していくのかが課題となっている． 

 そうした中で，四万十町での取り組みは大学側から見れば，学生教育と地域教育を同時に実現し，研究成果を社

会実装することを通じて地域社会に貢献することにつながる．一方，自治体側から見れば地域の実情や起業家育成

の全国的なトレンドを知る研究者と一緒に地域に合った人材育成プログラムを実施でき，同時に，地域には少ない

大学生が地域住民と一緒に学び，活動することで活気を生むといったメリットが生まれる． 

 こうした構造を可能としているのは，四万十町と高知大学の連携基盤の整備にあるといえる．四万十町と高知大

学は 2014 年度に連携協定を結び，2016 年度より町の職員を大学に派遣し，研究者や全国とのネットワーク形成を

進めてきた．町職員が大学内で業務を行うことで，人材育成の研究動向，トレンドに触れる機会も増え，自分の町

に適した人材育成にはどんな知見，方法が必要なのかを研究者と議論する機会も増えたことで協働関係が構築され

ていった．その結果，講座等の運営においても受講生の状況や地域の状況を踏まえ，すでに構築されたプログラム

をそのまま実施するのではなく，地域にカスタマイズをし，また，状況に合わせてフレキシブルに内容を修正する

ことを可能としているが可能となるといった効果につながっている． 

 

6. 考察 

6.1. 起業家自身の自己認識(self-awareness)を高めるプログラムの必要性 

 山口 42 も指摘する通り，社会的価値を生み出す事業を創造するには，社会や市場のニーズを掘り下げるだけでは

難しく，起業家自身の志の存在が重要となる．多くのスタートアップはいわゆる J カーブと呼ばれる成長曲線を描

く．すなわち，取り組みがスタートしてからの一定期間，世の中が受け入れてくれない期間を過ごすことになる．

その時問題となるのは，動機が自分自身の内側にあるのか，外側にあるのか，という点である．したがって，「あな

たはなぜ，その事業に取り組むのか」について自分なりの明確な答えを持っておくことが大事になる． 

 特に，本稿でも指摘した「事業機会創造型」のアプローチでは，起業家自身が行動と内省を繰り返し，その中か

ら事業機会を創造していくことが求められる．しかし，入山 43 が指摘するようにこれまではそうした「ビジョンを

語る」「内省する」といった能力は個人の人間力のようなものと認識され，ビジネススクール等では扱われてこなか

った．しかし，近年事業創造や起業家育成の領域では改めてそうした能力の重要性に注目が集まっており，四万十

町地域イノベーター養成講座で取り入れているマイプロジェクトもその一連の流れを汲んだものと理解できる． 

 例えば，河野 44 は起業家育成において本質的に問題となるのは，表層の知識や技能ではなく，自信や困難であっ

ても起業を志す価値観が重要であるとの指摘を行っている．また川名 45 は，起業家活動はきわめて属人的なもので

あり，そこには人間のライフヒストリーが密接に関連してくると指摘する． 

 つまり，オーセンティックな自分を見つけ出し，自分とはどういう人間であるのか，自分が大事にしている価値

観は何かについて深い省察を行い，自己認識(self-awareness)を高めることが起業家育成における最初の一歩にな

ると考えることができる．こうした理解は，起業家育成だけにとどまらず，人生 100 年時代において必要となる無

形資産の一つ，変身資産を獲得する意味でも重要になる 46．変身資産を獲得するには自分自身についてよく知って

いることが求められるとされており，自己認識を高めていくプログラムを内在していくことがこれからの起業家育

成においては必須と考えられる． 

 

6.2. 起業に向けて必要となる環境整備を重視した学習カリキュラムの整備 

 起業家育成プログラムの多くは，経営に求められる必要な知識やスキル，フレームワークの獲得に重点が置かれ

る，いわゆる「教育のカリキュラム」として設計されることが一般的であった．しかし，四万十町の取り組みでは，

意識的に「学習のカリキュラム」としてプログラムやその運営体制，環境整備を構築し，一定の成果につなげてい

る．こうした学習のカリキュラムの視点から起業家や地域の人材育成に取り組む事例は徐々にではあるが増えつつ

あり，例えば，秋田県が展開する「ドチャベン」や「おこめつ部」，島根県雲南市で運営される「幸雲南塾」，高知
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県で取り組まれる「Kochi Startup PARK」，「Kochi Startup BASE」，香川県高松市で展開される「キャリスタ塾」

などがそれにあたる 47． 

 つまり，Learning by Doing という視点に立ち，起業家自身のアクション，具体的には試作品(プロトタイプ)づく

りや社会実験をサポートする体制や支援策を用意し，できるだけリスクをかけずに試行錯誤を繰り返すことのでき

る環境を用意することが重要といえる．ここでの環境にはワークスペースやデジタル工作機器等のハード面だけで

はなく，後述するメンターや地域内外の人的ネットワークといったソフト面も含まれる．例えば，四万十町ではそ

うした体制づくりの一環として，パートナーとなる教員が行う授業内でのプレゼンテーション機会や連携するクラ

ウドファンディング事業者のサポートを受けてのチャレンジ環境を用意し，受講生のアクションを支えている． 

  

6.3. モチベーション維持に焦点を置いたメンタリング機能の内在化 

 地域において新たなことにチャレンジすることは必ずしも歓迎されるとは限らない．これまでにない方法や考え

方で取り組みを進める場合や既得権益に切り込むような場合は地域からの反発はもちろん，受け入れられない時間

を長く過ごすことも多々ある．そうした状況において実施される起業家育成において重要な機能は何かといえば，

起業家自身のモチベーションを維持することをいかに実現するかにある． 

 先述した通り，自己認識が正確にできていない段階で専門的な知識やフレームワークを過剰に提供することは支

援の逆機能という問題を生むことが懸念される．また，自己認識ができていたとしても，実際に行動を進める過程

では想いが受けいれられない，結果が思うように出ない，事実とは異なる悪評や噂話が地域で流布されるなど，想

定外の問題が次々と生まれてくる． 

 こうした状況から起業家を守ることも地域における起業家育成においては重要な機能だといえる．特に，メンタ

リングを通じて精神面のサポート，悩みや不安に対するサポートを丁寧に行うことが重要と言える． 

 

6.4. 起業を目的化しないプログラム設計 

 地域におけるこれからの起業家育成においては，起業に関心のある層を具体的な起業活動に移動させることを目

指した支援と，すでに起業活動を進めている層に対する知識，スキルの提供の双方を展開すること求められる．し

かし，起業家による新たなイノベーションがより一層求められる地方においてはそもそも起業家の数が少ない 48． 

したがって，地域においては起業態度を有する人材の数自体をまずは増やすための支援策を展開することが急務

だといえる．入山 49 も指摘するようにこれからは誰もがアントレプレナーシップ(起業家精神)を持つことが当たり

前になる時代であり，直接的に起業する人材だけ地域における起業家育成の対象ではない．自治体職員や地元企業

で働く者，NPO 法人やボランティア組織で活動する者，学生や主婦など，すべての人がアントレプレナーシップを

持てるような人材として育成を進めて行くことが結果的に地域に起業家を輩出することにつながる． 

そして，何よりも，地域に暮らす一人ひとりが自分事として地域の課題解決に取り組むことを歓迎する雰囲気，

失敗に寛容な文化を創り出すことが重要と言える 50-51． 

 

7. おわりに 

 以上，簡単ではあるが筆者らの実践を踏まえ，地域においてこれから求められる起業家育成の方向性について検

討を行ってきた．多くの地域が起業家育成の重要性を理解しながらも支援が有効に機能していないというもどかし

さを抱えているのが実態だろう． 

本研究では，その要因として，育成対象の曖昧さ，支援の逆機能，起業態度の育成の必要性といった起業家育成

が内在する課題を整理した．そして，事業機会発見型から事業創造機会創出型への育成モデルの転換，学習モデル

としての起業家育成への認識，メンターを軸とした支援体制の整備の必要性を明らかにした．そのうえで，高知県

四万十町でのアクション・リサーチを踏まえ，今後の地域における起業家育成の視点として，起業家自身の自己認

識の向上，起業に向けた学習カリキュラムの設計，メンタリング支援の充実，起業を目的化しないプログラム設計
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が重要となりえるのではないかという仮説を提示した．

今後はこれらの仮説が他のケースでも立証できるのかを検討を重ねていくことが研究課題であるが，本稿の議論

が何らかの参考になれば幸いである． 
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注 

注1 GEM 調査(2017 年版)では，起業意識について，「周囲に起業家がいる」「周囲に起業に有利な機会がある」

「起業するために必要な知識，能力，経験がある」「起業することが望ましい」「起業に成功すれば社会的地

位が得られる」の 5 項目で起業意識の程度について確認しているが，我が国の回答割合は欧米諸国に比べて

極めて低い結果となっている． 

注2 一般的にはメンタリングは，業務遂行上のコツや知識獲得を扱うキャリア的機能と，モチベーションや価値

観，行動様式を獲得する心理・社会的機能に分類することができる． 

注3 本研究は，四万十町からの受託研究事業「四万十町人材育成プログラム『四万十塾』実施に関する研究」と

して進められており，本論文はその成果の一部をまとめたものである． 
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